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宮城学院女子大学 教育学部開設記念シリーズ企画
“今、問う 教育の力”

第2回 みんなのこども園―新制度の課題と展望

日 時 : 2015年11月21日(土)
13:00～16:00

会 場 : 宮城学院女子大学 C201教室

参加費: 無料

□ 受付開始 12:30〜
□ 開 会 13:00～

第１部 認定こども園幼稚園型の実際と検証 13:00〜14:20
－宮城学院女子大学附属幼稚園の事例から－
話題提供者 沢田石 道子/ 佐々木 和

（認定こども園 宮城学院女子大学附属幼稚園 副園長/教頭）
助言者 足立 智昭 （宮城学院女子大学 教授）

第２部 幼保連携型認定こども園の実際と検証 14:30〜15:50
－認定こども園めごたまの事例から－
話題提供者 井上 亘 （認定こども園めごたま 園長）
助言者 磯部 裕子 （宮城学院女子大学 教授）

主催 宮城学院女子大学，宮城学院女子大学発達科学研究所

【お問い合わせ】 宮城学院女子大学発達科学研究所 担当：紺野

TEL： 022-277-6210 メールアドレス：child@mgu.ac.jp

【アクセス】駐車場に限りがあるため，出来る限り公共交通機関をご利用下さい。
－仙台駅から－ A：西口バスプール３番 「宮城学院前」行乗車→「宮城学院前」下車。

B：西口バスプール２番 「宮城大学・仙台保健福祉専門学校前」行乗車→「宮城学院前」下車。【所要時間:約30分・料金350円】
－地下鉄旭ヶ丘駅から－ 3番バス停 「東勝山団地経由宮城学院前行」乗車→「宮城学院前」下車。【所要時間:約10分・料金230円】
－地下鉄八乙女駅から－ 2番バス停「北環状線経由長命ヶ丘団地」線乗車→「上谷刈山添」下車。 【所要時間:バス約9分+徒歩7分・料金230円】



宮城学院女子大学では、教育学部開設にあたり、“今 問う 教育の力” と題して、
シリーズで、研究会を開催してまいります。今年度第2回の研究会となる今回は、前回の

「みんなの学校－今、そして未来－」に続き、「みんなのこども園－新制度の課題と展望－」をテーマ
として、研究会を開催いたします。

2015年にスタートした「子ども子育て支援新制度」は、わが国の保育制度の歴史的転換点ともいえ

る大改革のひとつです。大きな改革であるが故の、課題も山積しています。現場は、まだまだ混乱の
中にあるようにも思います。こうした状況下で、私たちは今、何に向き合っていく必要があるのか、み
なさまと共に検証し、明日の保育を考えてみたいと思います。

第１部 認定こども園幼稚園型の実際と検証
－宮城学院女子大学附属幼稚園の事例から－

話題提供者 沢田石 道子・佐々木 和／ 助言者 足立 智昭

今年度、子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、宮城学院女子大学付属幼稚園は、幼稚園型
のこども園となりました。幼稚園から幼稚園型こども園の移行は、比較的スムーズではないかと当初
予想されましたが、一度、こども園としてスタートすると、新しい制度に基づく事務手続きの煩雑さ、
それに起因する保護者への対応、職員の勤務体制の見直しなど、次から次へと課題が出てきました。
また、来年度、２号認定の園児が現在よりも増えることを想定しますと、その保護者の就労形態など
も考慮した行事のあり方なども考えていく必要があります。おそらく、これらの問題は、幼稚園からこ
ども園に移行した園で抱える共通した課題ではないでしょうか。当日は、参加者の皆さんと一緒に、
これらの課題にどのように対処すべきか議論できれば幸いです。

第２部 幼保連携型認定こども園の実際と検証
－認定こども園めごたまの事例から－

話題提供者 井上 亘 ／ 助言者 磯部 裕子

認定こども園めごたまは、山形県金山町のたった一つのこども園です。私立幼稚園と公立保育
所が一つになって開設したこのこども園には、地域の子どもの育ちをすべてを引き受けるという「こど
も園の哲学」があふれています。さらに、本園の実践には、地域の子育ての拠点としての役割を担う
こども園のあり様と、今後のわが国の保育施設の保育内容を検討する上でのヒントがたくさんあるよ
うに思います。

研究会では、町の子どもたちの隊長こと井上亘園長先生に、地域のつながり、保育内容、そして金
山版ネウボラについての実践報告をいただき、みなさまと一緒に、今後のこども園のあり方を考えて
みたいと思います。

【シリーズ “今、問う 教育の力” 今後の予定】

○第３回 アクティブ・ラーニングで拓く次世代の授業
－教科への積極的な活用のあり方について－

次期学習指導要領で注目されているアクティブ・ラーニングを各教科
の中でどのように扱えば良いか，その基本的な考え方を紹介します。

日時: 2016年1月23日(土) 13時開始予定


